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満洲移民とは何だったのか？ 
開拓民送出にはじまり、満洲でのくらしや中国側の反応、そして引揚げ後の動向に至るまで、 

一国史の枠に留まらない立体的な満蒙開拓団（満洲移民）の歴史が今つづられる。 
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～版元から～ 満蒙開拓団――それは 1932 年から敗戦に至るまで日本帝国によって送り出された「満洲国」への日本人農業移民 

でした。対ソ防衛など軍事的要請から開拓民の約半数が「北満」に入植しましたが、敗戦前後のソ連侵攻と現地の混乱により約 27 

万人のうち約 8 万人が犠牲になったほか、約 1 万人が中国残留邦人として取り残されました。本書は、その動員・送出過程から、 

満洲現地での農業経営や生活実態、彼らによる他民族支配の動向を明らかにし、さらに日本帝国崩壊後に「引揚者」となった開拓  

民の戦後生活についても明らかにしています。こうした歴史の検証を通じて、満蒙開拓団の歴史を現代の「戦争を知らない世代」や  

地域社会がどのように受け止めたらよいのかという問題についても考えています。新しい世代の研究者による渾身の戦争研究です！  
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